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第 5回火山調査委員会 

最近の火山活動に関する報告（気象庁） 

・令和７年５月の全国月間火山概況-----------------------------------2

・令和７年６月以降に活動がみられた火山の活動概況-------------------7

・その他（令和６年 10 月以降に活動がみられた）の火山の活動概況------8

資料　調５－(８)
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全国月間火山概況（令和７年５月） 

 

警報・予報事項に変更のあった火山は以下のとおりです。その他の火山では、警報・予報事項に変更

はありません（令和７年６月９日 14 時現在）。 

霧島山（新燃岳）では、27 日に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベル３（入山規制）から２（火口

周辺規制）に引き下げました。 

御嶽山では、20 日に噴火予報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山である

ことに留意）に引き下げました。 

 

 
表１ 令和７年６月９日現在の火山現象に関する警報及び予報の発表状況 

特別警報・ 

警報・予報 

噴火警戒レベル 

及びキーワード 
該当火山 

火口周辺警報 

レベル３（入山規制） 桜島 

入山危険 西之島※ 

レベル２ 
（火口周辺規制） 

岩手山、浅間山、霧島山(新燃岳)、薩摩硫黄島、口永
良部島、諏訪之瀬島 

火口周辺危険 硫黄島※ 

噴火警報(周辺海域) 周辺海域警戒 ベヨネース列岩※、須美寿島※、福徳岡ノ場※ 

噴火予報 

レベル１（活火山である

ことに留意） 

アトサヌプリ、雌阿寒岳、大雪山、十勝岳、樽前山、
倶多楽、有珠山、北海道駒ヶ岳、恵山、岩木山、八甲
田山、十和田、秋田焼山、秋田駒ヶ岳、鳥海山、栗駒
山、蔵王山、吾妻山、安達太良山、磐梯山、那須岳、
日光白根山、草津白根山（白根山（湯釜付近））、草津
白根山（本白根山）、新潟焼山、弥陀ヶ原、焼岳、乗
鞍岳、御嶽山、白山、富士山、箱根山、伊豆東部火山
群、伊豆大島、新島、神津島、三宅島、八丈島、青ヶ
島、鶴見岳・伽藍岳、九重山、阿蘇山、雲仙岳、霧島
山（えびの高原（硫黄山）周辺）、霧島山（大幡池）、
霧島山（御鉢） 

活火山であることに留意 

知床硫黄山、羅臼岳、天頂山、摩周、雄阿寒岳、丸山、
利尻山、恵庭岳、羊蹄山、ニセコ、渡島大島、恐山、
八幡平、鳴子、肘折、沼沢、燧ヶ岳、高原山、男体山、
赤城山、榛名山、草津白根山、横岳、妙高山、アカン
ダナ山、利島、御蔵島、伊豆鳥島、孀婦岩、海形海山、
海徳海山、噴火浅根、北福徳堆、南日吉海山、日光海
山、三瓶山、阿武火山群、由布岳、福江火山群、霧島
山、米丸・住吉池、若尊、池田・山川、開聞岳、口之
島、中之島、硫黄鳥島、西表島北北東海底火山、茂世
路岳、散布山、指臼岳、小田萌山、択捉焼山、択捉阿
登佐岳、ベルタルベ山、ルルイ岳、爺爺岳、羅臼山、
泊山 

※印を付した火山は火山現象に関する海上警報も発表中。 
 

 

本資料で用いる用語の解説については、「気象庁が噴火警報等で用いる用語集」を御覧ください。 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kazan/kazanyougo/mokuji.html 

  

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kazan/kazanyougo/mokuji.html
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図１ 火山現象に関する警報を発表中の火山（令和７年６月９日現在） 

 

【各火山の活動状況及び警報・予報事項】 
全国の主な火山の活動状況及び警報・予報事項は以下のとおりです。その他の火山については、警報・

予報事項に変更はありません。 

 

岩手山［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

６月３日（期間外）01 時から 10 時にかけて山頂付近を震源とする火山性地震が増加しました。同日

05 時 00 分にはマグニチュード 3.1 の火山性地震が発生し、岩手県八幡平市で最大震度２を観測しまし

た。 

岩手山周辺の傾斜計やひずみ計、GNSS 連続観測により 2024 年２月頃から見られている山体の深いと

ころの膨張を示す地殻変動は、2024 年後半から鈍化しているものの引き続き観測されています。JAXA の

衛星「だいち２号」及び「だいち４号」の 2023 年 11 月から 2025 年５月の観測データを用いた国土地

理院による SAR 干渉解析結果では、大地獄谷周辺及び岩手山西部周辺に衛星に近づく変動が見られてい

ます。一方、「だいち４号」の４月 18日から５月２日、５月２日から 16日及び 16日から 30 日の観測

データを用いた解析結果では、ノイズレベルを超える変動は見られません。 

黒倉山付近で発生している微小な火山性地震は、３月以降発生頻度に高まりがみられ、その後も消長

を繰り返しています。 

引き続き、西岩手山（大地獄谷・黒倉山から姥倉山）の想定火口から概ね２km の範囲に影響を及ぼす

噴火が発生する可能性があります。 

西岩手山の想定火口から概ね２km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒し

てください。地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

また、噴火時には火口の風下側では火山灰や小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるた

め注意してください。 

 

諏訪之瀬島 
（レベル２、⽕⼝周辺規制） 

⼝永良部島 
（レベル２、⽕⼝周辺規制） 

薩摩硫⻩島 
（レベル２、⽕⼝周辺規制） 

桜島 
（レベル３、⼊⼭規制） 

霧島⼭(新燃岳) 

（レベル２、⽕⼝周辺規制） 

福徳岡ノ場 
（周辺海域警戒）※ 

硫⻩島 
（⽕⼝周辺危険）※ 

⻄之島 
（⼊⼭危険）※ 

須美寿島 
（周辺海域警戒）※ 

ベヨネース列岩 
（周辺海域警戒）※ 

浅間⼭ 
（レベル２、⽕⼝周辺規制） 

岩⼿⼭ 
（レベル２、⽕⼝周辺規制） 

【凡例】 
火山名 
（噴火警戒レベル、キーワード） 
レベル対象外火山はキーワードのみ 

※は火山現象に関する海上警報発表中 
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浅間山［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

山体浅部を震源とする火山性地震は、2024 年４月中旬以降増加した状態が続いており、その後も消長

を繰り返しています。山体の西側での膨張を示すと考えられる傾斜変動は、2024 年５月以降、停滞して

います。火山ガス（二酸化硫黄）放出量は、１日あたり 500トン前後で推移しており、2023 年３月以前

に比べて多い状態が続いています。引き続き、山頂火口から概ね２km の範囲に影響を及ぼす噴火が発生

する可能性があります。 

山頂火口から概ね２km の範囲では、弾道を描いて飛散する大きな噴石や火砕流に警戒してください。

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

噴火時には、風下側では火山灰だけでなく小さな噴石が風に流されて降るおそれがあるため注意して

ください。 

 

御嶽山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］←20 日に噴火予報を発表し、噴火警戒

レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山であることに留意）に引下げ 

2024 年 12 月以降、剣ヶ峰山頂付近の火山性地震の増加や、山頂方向が隆起する地殻変動を伴う火山

性微動が観測されるなど、火山活動の高まりが認められていましたが、２月以降は低調に推移していま

す。 

火山活動は静穏に経過しており、地獄谷火口から概ね１km の範囲に影響を及ぼす噴火の可能性は低く

なったと考えられます。このため、20 日 11 時 00 分に噴火予報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周

辺規制）から１（活火山であることに留意）に引き下げました。 

地獄谷火口内では、突発的な火山灰等の噴出に注意が必要です。 

地元自治体等が行う立入規制に従い、また、登山する際はヘルメットを持参するなどの安全対策をし

てください。 

 

ベヨネース列岩［噴火警報（周辺海域警戒）及び火山現象に関する海上警報］ 

今期間、噴火や変色水等の特異事象は認められなかったものの、明神礁付近では 2023 年２月に変色

水が認められていることから、海底噴火の発生に引き続き警戒が必要です。 

ベヨネース列岩（明神礁）の周辺海域では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石やベースサー

ジ（横なぐりの噴煙）に警戒してください。また、噴火による浮遊物（軽石等）に注意してください。 

 

須美
す み

寿
す

島
じま

［噴火警報（周辺海域警戒）及び火山現象に関する海上警報］ 

今期間、噴火は認められませんでしたが、2024 年７月以降、須美寿島周辺で変色水がほぼ継続して認

められており、今後、海底噴火が発生する可能性があります。 

須美寿島の周辺海域では、海底噴火に警戒してください。また、海底噴火による浮遊物（軽石等）に

注意してください。 

 

西之島［火口周辺警報（入山危険）及び火山現象に関する海上警報］ 

島の周囲に変色水が認められています。今期間、噴火は観測されていませんが、2022 年 10 月以降し

ばしば噴火が観測されており、比較的活発な火山活動は継続していると考えられます。 

山頂火口から概ね 1.5kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石や溶岩流に警戒し

てください。 

 

硫黄島［火口周辺警報（火口周辺危険）及び火山現象に関する海上警報］ 

今期間、硫黄島内及びその周辺海域で噴火は認められませんでしたが、2022 年以来、翁浜(おきなは

ま)沖ではマグマの噴出が繰り返し発生しており、今後も同様の噴火が発生する可能性があります。ま

た、長期的に島全体の隆起を示す地殻変動が認められ、多くの噴気地帯や噴気孔があり、各所で小規模

な噴火が時々発生していることから、翁浜沖での噴火同様、島内における小規模な噴火の発生にも警戒

してください。 

 

福徳岡ノ場［噴火警報（周辺海域警戒）及び火山現象に関する海上警報］ 

2021 年８月下旬以降、噴火は認められないものの、引き続き、変色水域が確認されています。活発な

火山活動は継続しており、今後も噴火の可能性があります。 

福徳岡ノ場の周辺海域では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石やベースサージ（横なぐり

の噴煙）に警戒してください。噴火による浮遊物（軽石）にも注意が必要です。 
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霧島山（新燃岳）［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］←27日に火口周辺警報を発表し、噴火

警戒レベルを３（入山規制）から２（火口周辺規制）に引下げ。 

新燃岳では、火口直下を震源とする火山性地震が引き続き増減を繰り返しています。４月下旬から５

月上旬に火山性地震が非常に多い状態となったものの、その後減少しました。新燃岳周辺の傾斜計にも

特段の変化は認められません。火山活動に低下傾向が認められていることから、新燃岳火口から２km を

超える範囲に影響を及ぼす噴火が発生する可能性は低くなったと判断し、27 日に噴火警戒レベルを３

（入山規制）から２（火口周辺規制）に引き下げました。その後も火山性地震が継続してみられていま

す。 

GNSS 連続観測では、2024 年 11 月頃から、霧島山を挟む一部の基線で新燃岳付近の地下の膨張を示す

と考えられるわずかな伸びが認められます。また、３月頃から、霧島山深部の膨張を示すと考えられる

わずかな伸びが認められます。 

弾道を描いて飛散する大きな噴石が新燃岳火口から概ね２km まで、火砕流が概ね１km まで達する可

能性があります。そのため、新燃岳火口から概ね２km の範囲では警戒してください。 

風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意してく

ださい。 

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

 

桜島［火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）］ 

桜島では 12 日から山体膨張がみられ、15 日から南岳山頂火口で噴火活動が活発となっています。 

南岳山頂火口では、噴火１)が 146 回、爆発が 79 回発生しました。噴煙は最高で火口縁上 3,500ｍ以上

に上がり、弾道を描いて飛散する大きな噴石は最大で５合目（南岳山頂火口より約 1,200ｍ）まで達し

ました。 

昭和火口では、ごく小規模なものも含め噴火は発生しませんでした。 

広域の GNSS 連続観測によると、姶良カルデラ（鹿児島湾奥部）の地下深部にマグマが長期にわたり蓄

積した状態と考えられます。また、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は概ね多い状態であることから、

今後も噴火活動が継続すると考えられます。 

南岳山頂火口及び昭和火口から概ね２km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石及

び火砕流に警戒してください。 

風下側では火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るため注意してください。爆発に

伴う大きな空振によって窓ガラスが割れるなどのおそれがあるため注意してください。なお、今後の降

灰状況次第では、降雨時に土石流が発生する可能性がありますので留意してください。 

 

薩摩硫黄島［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

火山性地震や火山性微動の発生状況に特段の変化はありません。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は１日あたり 1,000トン前後の状態が長期的に継続しており、時折

噴煙が高くなるほか、夜間に火映を観測しています。長期的には噴煙活動や熱活動が高まった状態が続

いていることから、硫黄岳火口周辺に影響を及ぼす程度の噴火が発生する可能性があります。 

硫黄岳火口の中心から概ね 0.5km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒し

てください。 

風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意してく

ださい。また、火山ガスにも注意してください。 

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

 

口永良部島［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

口永良部島では、山体の浅いところで地震活動がやや活発となっています。火山性地震は主に古岳火

口付近の浅いところで発生しました。 

GNSS 連続観測では、2023 年 11 月以降、山体の膨張を示す変動は認められません。 

新岳火口及び古岳火口から概ね１km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石及び火

砕流に警戒してください。また、西側は新岳火口から概ね２km の範囲では、火砕流に警戒してください。 

風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意してく

ださい。 

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 
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諏訪之瀬島［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 
御岳(おたけ)火口では、噴火活動が続いています。 

噴火に伴う噴煙は、最高で火口縁上 1,000ｍまで上がりました。弾道を描いて飛散する大きな噴石は、

観測されませんでした。 

GNSS 連続観測では、2024 年 10 月以降、島の西側やや深部におけるマグマの蓄積量の増加を示唆する

変動が認められています。島の西側で発生していると推定される火山性地震は、概ね少ない状態で経過

していますが、2024 年 10 月頃から増加傾向がみられています。 

御岳火口では長期にわたり噴火活動が継続しており、今後も火口周辺に大きな噴石が飛散する噴火活

動が継続すると考えられます。 

御岳火口中心から概ね 1.5km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してく

ださい。 

風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意してく

ださい。 

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

 

上記以外の火山の活動状況に変化はなく、予報事項に変更はありません。 
 

（火山の順は日本活火山総覧（第４版）による） 
 

１） 桜島では噴火活動が活発なため、噴火のうち、爆発もしくは噴煙量が中量以上（概ね噴煙の高さが火

口縁上 1,000ｍ以上）の噴火の回数を計数しています。資料の噴火回数はこの回数を示します。ま

た、基準に達しない噴火は、ごく小規模な噴火として噴火回数に含めていません。 
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令和７年６月以降に活動がみられた火山の活動概況 
 
三宅島［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］←令和７年６月 17 日に火口周辺警報を発表し、

噴火警戒レベルを１（活火山であることに留意）から２（火口周辺規制）に引上げ。 

 三宅島では、６月 17 日 10 時から 14 時頃にかけて、山頂火口直下を震源とする火山性地震が増加す

るとともに、傾斜観測で山頂付近の隆起を示すと考えられる変動が一時的に認められました。このため、

６月 17 日 12 時 50 分に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベル２（火口周辺規制）に引き上げました。

６月 18日以降、地震回数は減少し、傾斜観測では特段の変化は認められません。 

 雄山環状線内側では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。地元自治体

等の指示に従って危険な地域には入らないでください。 
噴火時には、風下側では火山灰だけではなく小さな噴石が風に流されて降るおそれがあるため注意し

てください。 
 
霧島山（新燃岳）［火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）］←令和７年６月 23 日に火口周辺警報を発

表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から３（入山規制）に引上げ。 

 霧島山では、GNSS 連続観測の一部の基線で、2025 年３月頃から、霧島山深部の膨張を示すと考えられ

るわずかな伸びが認められます。また、新燃岳火口直下を震源とする火山性地震は、2024 年 10 月下旬

から増減を繰り返しており、前 10 日間の地震回数は非常に多い状態で経過しています。火山性微動も

時々観測されています。 

新燃岳では、６月 22 日に噴火が発生し、６月 23 日に実施した火山ガス観測では、1 日当たりの放出

量は 4,000トン（前回５月 15 日には検出されず）を観測し、急増していることを確認しました。このた

め、６月 23 日 18時 30 分に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベル３（入山規制）に引き上げました。 

その後、噴火は、視界不良により確認できなかった期間はあるものの、概ね継続して発生していると

みられます。また、６月 30 日に鹿児島県の協力により実施した上空からの観測では、新燃岳火口内の

北東側で列状に並んだ複数の火孔を確認しました。 

弾道を描いて飛散する大きな噴石が新燃岳火口から概ね３ｋｍまで、火砕流が概ね２ｋｍまで達する

可能性があります。そのため、新燃岳火口から概ね３ｋｍの範囲では警戒してください。地元自治体等

の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意してく

ださい。 

2011 年と同様に爆発に伴う大きな空振によって窓ガラスが割れるなどのおそれがあるため注意して

ください。 

 
口永良部島［火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）］←令和７年６月 11 日に火口周辺警報を発表し、

噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から３（入山規制）に引上げ。 

口永良部島では、４月上旬から山体の浅いところで地震活動が活発化し、火山性地震の多い状態が

継続しています。火山性地震は主に古岳付近の浅いところで発生しています。 
新岳火口及び古岳火口から概ね２ｋｍの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石及

び火砕流に警戒してください。また、向江浜地区から新岳の南西にかけての火口から海岸までの範囲

では、火砕流に警戒してください。地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでくだ

さい。 
風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意して

ください。 
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その他（令和６年 10 月以降に活動がみられた）火山の活動概況 

 
焼岳［火口周辺警報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］←令和７年４月 18 日に噴火予報を

発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山であることに留意）に引下げ 

山頂付近の微小な火山性地震が３月３日から９日にかけて増加しました。その後、地震活動は低調に

推移しています。このことから、火山活動は地震増加前の状態に戻り、想定火口域から概ね１km の範囲

に影響を及ぼす噴火の可能性は低くなったと考えられます。 

このため、４月 18 日 11 時 00 分に噴火予報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１

（活火山であることに留意）に引き下げました。 

山頂付近の噴気の状況に変化は認められません。 

ただし、GNSS 連続観測では、山頂付近での緩やかな膨張を示すと考えられる変化が継続しており、焼

岳周辺では数年おきに震度１以上を観測する地震を含む活発な地震活動がみられることから、中長期的

に焼岳の火山活動は高まってきている可能性がありますので、今後の火山活動の推移に注意が必要です。 

山頂付近を含む想定火口域内では、突発的に火山ガス等が噴出する可能性があります。登山する際は、

火山活動の異変に注意するとともに、ヘルメットを着用するなどの安全対策をしてください。また、噴

気地帯にはとどまらないでください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



気象庁 

（参考資料）全国火山の火山活動解説資料 

北海道 

アトサヌプリ https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=104 

雌阿寒岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=105 

大雪山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=107 

十勝岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=108 

樽前山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=109 

倶多楽 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=111 

有珠山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=112 

北海道駒ヶ岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=113 

恵山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=114 

 

東北地方 

岩木山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=202 

八甲田山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=203 

十和田 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=204 

秋田焼山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=205 

岩手山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=207 

秋田駒ヶ岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=208 

鳥海山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=209 

栗駒山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=210 
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蔵王山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=212 

吾妻山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=213 

安達太良山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=214 

磐梯山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=215 

 

関東・中部地方 

那須岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=301 

日光白根山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=302 

草津白根山（湯釜付近、本白根山） https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=305 

浅間山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=306 

新潟焼山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=307 

弥陀ヶ原 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=309 

焼岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=310 

乗鞍岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=311 

御嶽山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=312 

白山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=313 

富士山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=314 

箱根山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=315 

伊豆東部火山群 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=316 

 

伊豆・小笠原諸島 
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伊豆大島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=317 

新島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=318 

神津島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=319 

三宅島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=320 

八丈島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=321 

青ヶ島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=322 

硫黄島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=329 

 

九州地方 

鶴見岳・伽藍岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=513 

九重山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=502 

阿蘇山 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=503 

雲仙岳 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=504 

霧島山（硫黄山、大幡池、新燃岳、御鉢） https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=505 

桜島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=506 

薩摩硫黄島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=508 

口永良部島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=509 

中之島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=510 

諏訪之瀬島 https://www.data.jma.go.jp/vois/data/report/monthly_v-act_doc/monthly_vact_vol.php?id=511 

 

 


